
５年度 ６年4月 ８年７月

法定雇用率 2.3％ 2.5％ 2.7％

対象事業主
の範囲

43.5人
以上

40.0人
以上

37.5人
以上

第
二
部
で
は
、

ジ
ェ
ン
ミ
メ
ン

バ
ー
で
対
話
し
、

一
人
ひ
と
り
行

動
宣
言
を
発
表
。

それぞれの個性を知
ることから始めます

職員同士がサポートしあ
える職場環境をつくります

アンコンシャスバイア
スに気をつけます

既存の業務を分析し、障
がい者の方を雇用できる
ような環境を満たします

業務の細分化をします障がいのあるなしに関
係なく接していきます

地域活動において一緒
に活動してもらうよう声
掛けします

ジ
ェ
ン
ミ
新
聞

第５号 市長とジェンダーミーティング新聞 令和５年１１月発行

第５号
発行 苫小牧市

協働・男女平等参
画室

令和５年10月31日㈫に、第５回となるジェンミを開
催。第一部はスシローなどを運営する㈱ＦＯＯＤ & Ｌ
ＩＦＥ ＣＯＭＰＡＮＩＥＳの人財部人財開発課 森嶋
咲野氏、荒木慶氏による「障がいのある皆さまととも
に働く」の講座をジェンミメンバー17人が受講した。

ひ
げ
や
ヒ
ジ
ャ
ブ
の
緩
和
や

企
業
主
導
型
保
育
園
な
ど
様
々

な
働
き
方
に
取
り
組
む
Ｆ
＆
Ｌ

Ｃ
。
障
が
い
者
雇
用
の
目
的
と

し
て
企
業
理
念
に
「
個
性
あ
っ

て
の
多
様
性
。
」
を
掲
げ
た
。

障
が
い
者
と
一
緒
に
働
き
た
い

と
思
わ
せ
る
仕
組
み
と
同
時
に
、

障
が
い
者
が
自
信
を
持
っ
て
働

く
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
の
両

方
を
作
っ
た
。

て
は
な
ら
な
い
存
在
へ
。

引
き
上
げ
ら
れ
る
法
定
雇
用

率
を
背
景
に
、
障
が
い
者
の
業

務
拡
大
や
社
内
研
修
の
充
実
な

ど
、
企
業
が
選
ば
れ
る
存
在
と

な
る
よ
う
、
今
後
も
地
道
な
取

組
み
が
必
要
と
講
師
は
話
し
た
。

Ｆ
＆
Ｌ
Ｃ
の

す
ご
い
取
組
み
！

▼
店
舗
に
丸
投
げ
し

な
い
組
織
を
構
築
！

▼
ラ
ブ
ベ
ー
ス
の
受

入
れ
体
制
を
醸
成
！

▼
障
が
い
者
が
居
て

助
か
る
構
造
作
り
！

▼
障
が
い
者
本
人
が

業
務
の
達
成
度
を
判

テ
ー
マ
は
障
が
い

者
雇
用
。
熱
心
な
議

論
に
関
心
の
高
さ
を

感
じ
る
。
人
手
不
足

を
課
題
と
す
る
企
業

や
団
体
が
あ
る
一
方

で
、
活
躍
の
場
を
求

め
る
障
が
い
者
が
い

る
現
実
。
ス
シ
ロ
ー

さ
ん
の
「
個
性
あ
っ

て
の
多
様
性
」
と
い

う
言
葉
が
強
く
印
象

残
っ
て
い
る
。
個
性

を
認
め
あ
う
こ
と
が
、

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
、

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー

ク
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー…

様
々
な
課
題
を
解
決

す
る
糸
口
に
な
る
は

ず…

よ
し
、

頑
張
ろ
う
。

編
集
後
記「Ｃ」

ワークライフバランスの観点からも、
ジェンミメンバーからテーマにしたいと
いう希望が多かった障がい者雇用。これ
は、法定雇用率が大きく関わっています。
障がいに関わらず、誰もが職業を通じ

た社会参加のできる社
会の実現を目指し、全
ての事業所が雇用する
義務がある障がい者の
割合を「法定雇用率」
と呼んでいます。

任
せ
る
仕
事
は
、
既
存
業
務

か
ら
切
り
出
し
、
会
社
の
困
り

ご
と
を
解
消
す
る
業
務
に
徹
底
。

障
が
い
者
は
、
困
り
ご
と
を

解
消
す
る
仕
事
を
担
い
、
な
く

法定雇用率ってなんだろう？

▲市長と講師の森嶋咲野氏
（右）と荒木慶氏（中央） 。

▲障がい者雇用について話し合う市長とメンバー。今回、市職員も特別参加。

断
で
き
る
仕
組
み
！

▼
障
が
い
者
の
時
給

を
一
般
と
同
額
に
！

▼
障
が
い
者
の
人
件

費
を
本
社
負
担
に
！

▼
会
社
の
困
り
ご
と

を
解
消
す
る
特
例
子

会
社
を
設
立
！

先
進
的
な
２
つ
の
仕
組
み

法定雇用率が引き上げられます

障がい者雇用のために何ができるかを宣言

多
様
な
人
財
が

と
も
に
働
く

先
進
的
な
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て

困
り
ご
と
を
解
消

個性を正しく理解し、
理解させます

自分の存在価値が楽しい
心地の良い居場所になる
ような意識を持ちます

皆さんに
おススメします

会社内の障がい者雇用
の環境整備を実施しま
す

全ての人が輝ける
職場を追求します

障がい者の皆さんの
可能性を信じます

障がいのあるなしを含めて誰
もが誰かにとって必要なひとり
であることを伝えていきます

継続した雇用を検討
します

今日聞いたお話を職
場で伝えます

障がい者理解を学び
ます

障がい福祉課工業・雇用
振興課

情報発
信します

企業とのか
けはしに

特性をみて
いきます

語り合いま
す

令和６年

４月～


